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(表 口

Ⅰ ペグ マタ イ ト中の一次ペソリゥム錬物

1Bert.randite 4BeOl2SiO2･H･30

2Bery1枚札Tl-(Emerald翠玉,Aquamarine藍誌,e上c)
3BeO･Al20:‡･6SiOだ
BeO･NaPO:i

BeO(破庇=9!)
BeO･Al203
BeO･3SiO2･5(Fe,Zn,Mn)0
2BeO･6SiO2･Na20･H20
2BeO･A12CB･2SiO2･H20
2BeO･6SiO･1･Na･30･H20
2BeO･Y203･2SiO2･FeO
4BCO･B203･H20

3BeO,3SiO2･3(Mn,Fe,Zn)0
(MIn,Fe,Zn)S

BeO･CaO･P･30.-3

Be(Ca,Na)gSi･1(0,OH,F)7
Be(Ca,Na)2(Si,Al)e(0,F)7
2】】eO･SiO2
7BeO･4(K,Na,Li,H)20･7B･30;i13A120･.～
3BeO･3SiO2･CaO･2(Mn,Fe,Mg)0

3Beryllonite
4Bromellite

6Chrysoberyl食紅んri
6Danalite

7Epididymite
8Euclase

9Eudidymite
10Gadolinite

ll上Iambergite
12上王elvine

13Herderite

14Leucophanite
15瓜4eliphanite
16Phenaeite
17Rhodi2iite
18Trimerite



.f
y
-
ウ

ム
の
･;
然
庶
批

(表 ⅠⅠ)

ⅠⅠ倣畳の べ ワリゥふむ含む---次ペグマタイ ト躯物

19Allanite(Orthite)禍膝Tt'3･719i;以下のBeOを食材する
20Alvite

21Astrophyllite苑半才l-
22Ⅰ‡ityite
23Frdmannite
24Euxenite

25Eergusonite
26Foresite

27Hyalotekite
28Leucite自神子ll
29Mica暫L,3.1
30Mul･manite

31Plagioclase斜長Il-
32Samarskite

33Sipylite
34Steenstruplne
35Tourmaline億範Tl'
36Tscheffkinit.e

87Water水
38Yttrotantalite

39Zil･COn風信子!軌

-分析I=てBeO+Al20:l=14.73,01;
旗Si′′′′がBeJ′で位換 され る
7(Be,Ca,IJi2,Hl,)0･4AIL.,0;1･5SiO ゴ
BeO今泉3.16%以下
牌BeOを含む

BeO=0.40%■(ピア.=ツキイ)
ネーゼンフェル トに伐ればBeを含むと
BeO=0.75%(.)ンドス トローム)
BeO合有の旗がある
旋Si′′〟がBe′′で荘挽きオしてゐ る
ホーゼンフ エ)i,トはBeを食むと首ふ
艇BeOを含む
0.64.Ot,,'BeO(ブロームス トランド)
BeO=0.62,Lh;(マレットJ

BeOは偶少過

9-ll,OllBeO(デルター及び トル ンタイスト)
2.15,°.1BeO(バーij'-ヤの-ツトクリーク産)
併によりBeOを含むことあ t)(フランクライヒ)
fieO=0.58%以下(ピアニッキイ)
BeO合有の凝ひあ 1)

(嚢 ⅠⅠⅠ)

ⅠⅠⅠ接触鉱物に放けるペソリゥムの産出

4OBarylite

41Berylliumllumite

42Cyprine(Vesuvianite)

BadA14Si7021(デルタ-),ニュー,ヂヤーシ
ー州フランクリン産の ものでは BeO15.77
%(?)を含んでゐる｡佃パラ-及びバウェ

ルのこの戟菅(Am･Min･,1931)は餐分間遊
ひがあらうD

スイス･アラ1)ンホル ン地-jJ一座のもでは
BeO≡1.75,06
こ P･一 ･ジヤ-シー州 フランク'gy席のも

ので 9.20%̀BeO(?)
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二
十
魯

表
中
四
十
番
乃
至
四
十
二
番
は
接
鯛
髄
物
で
之
ら
は

山
見
今
迄
述
べ
た
所
は

一
つ
の
例
外
を
な
す
が
如
-
ほ

見
え
る
｡
然
し
ゴ
ー

ル
ド
シ
ュ
ミ
リ
ト
の
物
質
移
入
を
起

す
按
鴨
礎
質
は
賓

に
東
成
朝
は
近

い
も
の
で
あ
る
｡
銅

･ペ
ソ
リ
･'
ム
含
有
譜
種
接
触
鋭
物
が
を
の
脱
皮
限
界
内

の
(ペ
グ
マ
タ
イ
ト
構
成
分
譜
鋤
物
と
如
何
に
懸
隔
す
る

か
は
今
は
述
べ
な

い
で
港
か
う
｡

三
㌧
二

次

的

産

状

以
下
に
於

い
て
は

l
次
性
諸
種
､ペ
ソ
-
ゥ
ム
鋸
物
の

物
即
的
並
び
に
化
撃
的
分
離
と
そ
れ
ら
を
含
有
す
る
譜

岩
石
と
を
匿
別
す
る
っ
･-

物
紺
的
分
解
に
は
水
､
氷
､

風
及
び
人
間
活
動
等
種
々
の
菅
カ
が
あ
る
｡
-

叉
有

機
的
諮
要
素
を
部
分
的
は
包
含
す
る
化
撃
的
分
解
は

一

次
躯
物
の
顔
形
を
以
で
終
局
と
す
る
.

ペ
ソ
-

ゥ
ム
は
樺
層
物
質
の
存
在
す
る
限

-
社
々
ほ

し
で
若
干
の
べ
ク
リ
ゥ
ム
鋸
物
の
形
を
と
っ
て
市
び

署

石
砂
期

金
砂

騎

錫
石
砂
鋭

モ
ナ
ズ
石
砂
覇

第

-
縄

文

玉
へ

の
中

に
1
帝
は
出
る
｡

物
理
的
分
解
生
成
物

賛
石
秒
錬

-

金
線
玉
及
び
そ
の
礎
質
種
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
は
有
名
を
金
紋
玉
の
磯
見
地
セ
イ

ロ
ン
島
及
び

サ
プ
ラ
ガ
ム
州
内
で
電
窺
石
､
育
玉
及
び
尖
晶
石
と

一
緒

に
存
在
す
る
の
む
見
る

(L
iffa
‥
Z
e
itsch
r,
K
ry
stal
･

1ogr
.,
3
6
.
)9
02.
S.
6
0
6
参
照

)
O

更
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

ミ
ナ
ス
｡ゲ
ラ
エ
ス
州
の
金
剛
石
砂
か
ら
出
る
金
鉄
玉
'

及
び
乙

の
金
剛
石
砂
Iu
バ
ヒ
ヤ
の
シ
ソ
リ
ラ
レ
ン
ソ
エ

ス
地
方

の
金
剛
石
砂
(S
ch
tossm
a
ch
e
r
日
出
d
elstein
I

k
un
de,9
,19
3
2
壕
照
)
と
よ
-
出
る
ユ
ー
ク
レ
ー
ス
と

は

共に
周
知
の
も
の
で
あ
る
｡
ブ
ラ
ジ
ル

に
於

い
て
は

翻
金
剛
石
洗
鱗
で
翠
玉
と
藍
我
と
が
電
気

石
等
と
共
は

見
出

さ
れ
る
｡

金
砂
錬
-

之
で
は
商
ウ
ラ
ル
'
サ
ナ

ル
カ河
巾
は

ユ
ー
ク

レ
ー
ス
の
産
出
(Z
e
itsc
h
r.
内
rys
t
a

llog
r.
,4
1
,

19
0
6
.
S.
186;
57
,
1
9
22
1
2
3
,
ら.
4
0
7)
が
あ

る
.

叉
ラ

ク

ワ
ア
ほ
依
れ
ば
金
線
玉
結
晶
が
磯

風
ru約1
た

マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
島
の
ィ

ル

フ
ァ
ム
ピ
ナ
及
び
ラ

･
ベ
ラ
ム
.rl
に



､･､

金
を
崖
机
す
る
沖
積
層
が
あ
る
O
ク

ル
ー
グ

(H
a
n
d
b
.

E
d
etstein
k
un
d
e}
S
.
3
1
).
)
は
ア
ル
ジ
u｢
ル
の
ク
ェ
ツ

ド

｡
ボ
ー

マ
ン河
の

金

砂

鮎
中
の
菅

あ
っ
た
翠
玉
産
出

と
佃
こ
の
種
の
二
三
の
産
出
と
を
堪
げ
で
ゐ
る
｡

錫
砂
鶴
-

1
ぺ
タ

J
V
転

被
の
錬
物
日
錬
()
∞
9
6
)
中

は
タ
ス
て
こ
ヤ
'

巧
-
リ
ナ
の
錫
石
砂
中
の
ユ
ー
ク
レ

ー
ス
は
言
及
し
て
み
る
C
日
本
高
山
の
錫
砂
中
の
金
紋

玉
は
新
川
氏
(
Zeitschr.
K
ristal
1o
g
r..
4
3
.
19
0
7
,
S.

2
8
1
)
に
よ
っ

て記
載

ruれ
て
ゐ
る
｡

モ
ナ
I'T(.ポ
砂
僻
事
-
紬
桂
石
が

巧
ナ
ズ
石
､
錫
石
'

凪
信
子
鮎
及
.S
金
剛
石
と

一
緒
に
見
出

さ
れ
る
ブ
ラ
'ジ

〟
(
バ
ヒ
ヤ
)
の
モ
ナ
ズ
不
砂
が
色
々
と

引
LiTH
r
uれ
る
が

尚
乙
の
推
杵
石
含
畳
は
藩
改
め
ら
れ
よ
う
｡
狗
逸
ア
ウ

エ
ル
瓦
斯
白
熱
燈
食
酢
の
報
ず
る
朋
は
依
れ
ば
抹
柱
石

含
最
は
モ
ナ
ズ
石
砂
の
加
工
上
多
年
の
鍵
蘭
か
ら
常
は

ベ
リ
リ

ウ
ム
含
有
最
が
分
析
に
用
で
裾
な
か
っ
た
稀
僅

少
で
あ
る
｡
そ
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倉
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は
最
高
の
場
合
即
ち
ベ
ル
｡
ウ

ッ
ド

(偶

力
ロ
ラ
イ
ナ
)
か
ら
出
る
確
ナ
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石
砂
は
於

い
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酸
化
べ
ク
リ
ッ
ム
Ti
二

1五
%
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計
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さ
れ
て
庸

一
轟

リ
ウ
ム
の
=
歪

状

る
0秒
貌
中
の
ペ
ッ
ク
.>
ム
譜
動
物
は
水
の
営
力
が
躯
床

を
浸
蝕
す
る
所
で
は
自
然
に
見
出
r
uれ
る
｡
産
出
は
常

は

一
次
産
出
の
近
蓮
に
在
る
｡
著
し
氷
は
よ
る
運
搬
に

踊
す
る
場
合
に
は
現
象
は
特
は
興
味
楳
-
且
つ
燭
自
な

も
の
で
あ
る
｡

ロ
ー
ヌ
氷
河
及
び
ベ
ル
ゲ

ル
氷
河
は
見

ら
れ
る
棟
に
往
々
ペ
リ
-
.｡1
ム
譜
錬
物
即
ち
練
柱
石
妓

び
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ェ
ナ
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い
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へ
る
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ブ
ィ
ゲ
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a
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..
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,
1
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.
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け
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フ
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イ
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砂
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碑
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てゐ
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｡

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
の
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砂
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い
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翠
玉
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磯
見
せ
ら
れ
た
｡
之
に
つ
い
て
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此
塵
で
は
述
べ
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い

が
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産
出
は
ず
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前
か
ら
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ら
れ
て
ゐ
た
｡

人
間
活
動
に
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っ

て成
立
し
た
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二
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鉱
床
従
っ
て

鉱
山
の
捨
石
等
々
が

之に
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す
る
と
す
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の
は
正
常
で

な

い
O
ミ
ロ
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A

n
n
u
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o
f
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.
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-
2
6
,
L
en
in
gr
a
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亜
の
(
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ヤ

の
?
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捨
茄
が
間
7P
在
-

一
ケ
の
著
大
な
る
鹿
酒
的
意
義
を
得

る
で
あ
ら
う
と
言
ふ
意
見
を
験
表
し
､
聾
者
は
之
が
諏

種

一
次
的
原
料
の
大
な
る
貯
減
に
銅
し
て
切
離
す
べ
か

ら
ざ
る
摘
係
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
rJ
と
が
あ
る
｡

化
笹
的
分
解
生
成
物

7
次
の
ペ
ソ
-
ゥ
ム
誰
鶴
物
は
大
多
数
分
糾
し
難
い
為

に
二
次
錬
物
も
亦
極
め
て
抄

い
数
に
止
る
｡
只
ペ
ソ
-
ゥ

ム
炭
醸
腹
の
不
安
定
性
が
乙
J
に
這
入
る
.
か
J
る
物

は
自
然
状
態
に
あ
つ
て
は
多
分
存
在
し
串
な

い
p7P
の
で

あ
ら
う
｡
fJ
!
で
は
壁
に
テ
ン
ゲ
ラ
イ
ト
と
ガ
ド
リ
ナ

イ
ト
の
風
化
生
成
物
が
此
較
し
得
る
の
み
で
'
且
つ
ガ

ド

-
ナ
イ
ト
の
風
化
生
成
物
は
非
常
に
稀
は
見
出
さ
れ

る
ほ
過
ぎ
ず
p
之
が
天
然
に
酸
化
べ
ク
リ
ゥ
ム
を
含
有

す
る
も
の
な
の
で
あ
る
Q
奴
で
三

次
的
酸
化
べ
'
-

ゥ

ム
含
有
鉱
物
に
は
別
表
の
如
き
も
の
が
あ
る
｡

.i
次
べ
ク
リ
ゥ
ム
鋭
物
の
風
化
に
ょ
る
疑
は
し

い
生

成
物
は
比
較
的
多
量
を

バ
ー
ト
ラ
ン
ダ
イ
ト
即
ち
べ
ク

リ
.'
ム
含
有
含
水
珪
酸
鴎

(4
B
e
O
･2
S
iO
2･f
[20
)
で
あ

っ
て
之
が
二
次
性
質
は
金
然
明
確
に
さ
れ
て
ゐ
ぬ
｡
マ

(衷 ⅠⅤ)

ⅠⅤ 二次含べクリゥム鋸物

Helvineの分解此成物 ?

恐らく下降71もにより風信子銃から形成された

もの

おeOを含む懸土籾掛物の風化_Li:成物

本文を見よ

二･欠眺質が不椛である(ペグマタイトを見 よ)

分倒されたピpクp-ルでウルパインに依れ

ばBeO2.97%を含む

白鉛の存1日j:一見詔朋せ られないo

Herderiteの分析4･･_成物と見倣きれる

淡憤駄慌Gadolinite風化_lJI.成物

43Achtaragdite

44Alvite

45Arrhenite

46Bel･tlandite

47丑rdmannite

48Hatchettolite

49Hydroherdel-ite

50Tengerite



ハ

チ
キ

ー
の
見
解

(Z
eitsch
r.
内
ristattogr
こ

63.1926,

S.
4
6
2
)
に
従

へ
ば
､
PJ,
-
ト
ラ
ン
ダ
イ

ト

の
組

成
は

下

降

水
の
作
州
と
次
の
二
次
的
作
用
と
は
よ
.る
｡
練
柱
石

の
代

-
ほ
新
し
-

バ
ー
ト
ラ
ン
ダ
イ
ト
､
著
し
-
土
質

の
曹
蓮
の
豊
富
な
白
雲
母
'
戴
ら
か
の
石
英
と
曹
長
石

等
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
そ
の
際
土
質
の
白
雲
母
は
二

次
性
白
雲
母
と
在
る
前
階
堅

不
す
も
の
で
あ
る
｡
フ

ェ
ル

ス
マ
ン
は
之
に
反
し
て
F''t
I
ト
ラ
ン
ダ
イ
ト
の
組
成

を

デ

ス
ミ
ン
等
の
近
-
ほ
潤

い
で
ゐ
る
｡
二
次
の
も
の
よ

か
数
多

い
騎
物
が
初
成
溶
掩
よ
さ
形
成

ruれ
る
と
冨
ふ

順
定
は
.
そ
の
際
蒋
溶
解
と
新
組
成
が
行
は
れ
る
都
を

の
で
あ
る
が
､
之
は
可
成

の
要
因
を
有
す
べ
き
事
象
な

る
も
必
ず
し
も
常
は
適
切
を
-
と
は
言
以
村
内
で
あ
ら

ち
ノ
の乙

J
で
.rt
-

-
ゥ
ム
旋
醸
埠
の
不
安
定
性
が
論
及
せ

ら
れ
LJ
の
で

あ
る
が
､
風
化
は
よ
少
壁
ぜ
る
ペ
ソ

-
ゥ

ム
を
含
有
す
る
溶
彼
の
大
部
分
が

停
滞
す
る
仲

所
は
佃

異
論
が
あ

-
秦
-
は
判
然
し
て
居
ぬ
｡
セ
ス
チ

-
エ
は

以
前
に
ペ

ソ
-
ゥ
ム
が
穀
物
中
は
存
在
す
る
rJ
と
を
滝

ペ
ソ
-
ウ
ム
の
日
銀
蕗
耽

潜
し
た
rJ
と
あ

-
､
ク
ザ
ペ
ッ
ク

(Y
o
n
L
in
stow
‥

B
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en
an
zei
gen
de
P
A
a
n
zen
参
照
)
は

エ
ル
バ
で

種

物
の

次
分
は
同
機
べ
ワ
リ

ゥ
ムの
存
在
を
立
覆
し
村
で

屠
る
｡
或
る
石
炭
の
衣
分
中
の
醇
化
ベ
ク
タ

.'
ム
も
亦

･J
の
際
同
意
義
の
も
の
で
あ
る
.
故
に
酸
化

'ベ
ク
タ

ゥ

ム
の
移
動
は
地
中
で
汲
酸
塊
溶
液
と
在
っ
て
配
分
さ
れ

そ
れ
が
植
物
に
吸
収
さ
れ
る
と
言
ふ
過
程
を
と
る
楼
考

へ
ら
れ
る
.
移
動
が
史
ほ

い
か
在
る
経
過
&
.辿

る
か
は

判
明
せ
鞄
も
兎
も
角
筆
者
の
知
れ
る
朋
で
は
海
或
は
河

水
の
酸
化

べ
ク

リ
ゥ
ム
含
有
に
観
す
る
研
究
は
未
だ
は

夜
さ
れ

ては
居
の
0

ベ
リ
リ
ゥ
ム
鋳
床

唯

1
の
ペ
ッ
ク

ゥ
ム
鉱
石
と
し
て
今
日
約
十
二
%
の

酸
化
べ
ク
リ
ゥ
ム
む
含
有
す
る
挽
柱
石
が
畢
げ
ら
れ
る

が
'
乙
の
練
社
有
よ
-
し
て
賓

は
大
規
模
に
金
属

べ

リ

-
ゥ
ム
及
び
綬
締
約
に
利
用
し
得
る
べ

リ
-
ゥ
ム
盤
が

製

造

さ
れ
得
る
の
で
あ
る
.
然

る
に
原
料
と
し

て
フ

ェ
ナ

サ
イ
ト
及
び
ガ
ド
-
ナ
イ
ー
の
残
留
物
が
撒
水
放
柱
石

と
比
肩
し
併
立
し
程
る
か
否
や
に
就

い
て
は
紹
封
的
断

山二

六
1
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億

定
は
新
な
し
え
な

い
｡

金
属
ペ
ッ
ク
･'
ム
の
世
邪
魔
出
鼻
は

一
九
二
九
年
線

計

一
二
〇
〇
鑑
と
計
上
ruれ
､
こ
の
数
学
は
約
三
｡
六
%

の
ペ
ソ
リ

･'
ム
を
含
む
織
種
石
の
四
番
五
千
鑑
の
畳
に

概
皆
す
る
｡
か
っ
て
グ
ラ
フ
ト
ン
に
於

い
て
五
噸
以
上

の
紋
粧
石
塊
を
磯
見
し
た
rJ
J
J
(
フ
エ
ル

ス
マ
ン
は

-I

九
三

fi
年
の
常
態
八
七
百
に
メ
イ
ン
州
オ

ル
バ
ニ
ー
に

出
た
十
八
乃
至
甘
噸
の
数
字
を
輿
げ
て
ゐ
る
)
が

あ
る

の
を
想
到
す
れ
ば
.
今
日
既
に
採
取
し
初
め
更
に
撒
水

を
酌
ru
れ
る
に
係
ら
ず
'
未
だ
之
が
弼
臼
の
練
粘
石
採

鉱
法
に
つ
い
て
何
等
舘
も
村
内
評
も
到
る
で
あ
ら
う
｡

紘
柱
石
は
今
日
で
は
懲
ら
-
節

.I
に
､
雲
母
､
長
石
､

電
衆
石
等

を

求

め
て
麓

崇
万
石
破
砕
作
業
の
副
産
物

と
し
て
村
ら
れ
よ
う
｡
然

し
て
､
果
し
て
如
何
は

一
層

の
べ
ヅ
-
ゥ
ム
探
鉱
が
進
展
さ
れ
串
る
か
､
叉
如
何
に

す
べ
き
か
は
更
に
-

勝
家

一
層
の
研
究
に
せ
た
ね
ば

な
ら
沿
｡

現
在
ニ
ケ
閑
が
を
の
純
朴
不
敏
床
の
厚
ru
と
の
を
の

産
出
h
t競
う
て
ゐ
る

〔
N
eru
d
n
ye
l
sk
o
p
ae
n
y
e

I,

終

'i
雛

窒

六

二

(Lenin
g
ra
d
,

1
9
2
6
)
中

の

B
al
a
n
d
in

1
3
7-
)
監

参

照〕
｡
そ

れ
は
そ
の
産

出
が
摘
採
鶴
に

止
っ
て

ゐ
る
ソ

ウ

ェ
-
ト
聯
邦
と
カ
ナ
ダ
を
寵
め
た
る
北
米
令
衆
囲
と

で
あ
る
｡
史

に
南
阿
(
ナ

ヤ
ク
ヮ
ラ
ン
ド
)､
印
度
'
南
濠

及
び

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
鉱
床
は
佳
日
ru
る
べ
き
も
の
で

あ
-
且
つ
採
掘
も
さ

れ
つ
ゝ
あ
る
｡

商

一
､

よ
-
大

な

る
需
要
は
際
し
て
は
､
之
等
の
運
逆
上
良
好
な

る
偉

荷
に
布
る
名
め
､
フ
ラ
ン
ス
'
ボ
へ
ミ
ヤ
､
ス
ペ
イ
ン
そ

の
他
二
三
地
方
の
産
出
も

亦
探
鋸
上

考
慮
に

入
る
べ

4
7,で

あ
る
｡

ユ
ル
バ
の
産
出
は
腐
酒
的
意
義
を
有
せ

ぬ
｡

狗
泡
は
探
錬
債
借
あ

る
鉱
床
を
春
有
し

な

い
｡

チ
ル
シ
ェ
ン
ロ
イ
ト
も
亦
今
日
で

は
探
錬
偲
倍
を
持

た
附
O
北
米
の
産
拭
け
つ
き
紛
鱗
的
ほ
蚤
更
な
る
は
下
乱
の

所
で
あ
る
｡
即
ち

マ
ニ
ト
バ
(
カ
ナ
ダ
)
､

レ
ッ
ド
フ
ォ

ー
ド
(
ニ
ュ
ー
･デ
ヤ
ー
シ
ー
)､
ブ
ラ
ッ
ク
･
ヒ
ル

ス

(
南

ダ
n
タ
)
､オ
ー
バ
ー
ン
(
メ
イ
ン
)
､
ア
ク
ワ
ー

ス
(
ニ
ュ

ー

'1
ム
プ
シ
ャ
ー
)､
ロ
ー
ヤ
ル
ス
ト
ン
(
マ
サ
チ
ェ-
セ
ッ

ツ
)
､

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
ニ

ッ
ダ
ム
(
コ
ネ
ク
チ
カ
ソ.



ト
)
等
で
あ
る
｡

南
阿
ナ

ヤ
ク
ヮ
ラ
ン
ド
の
鉱
床
は
ス
タ
イ
ン
コ
ッ
プ

騨
よ
旦

二
十
五
哩
隔
る
期
に
あ
る
｡
南
濠
の
触
床
は
エ

ム
マ
グ
ー
ル

進
也
は
在
る
｡
印
度
の
産
出
は
近
時
に
な

-
詳
し
-
知

ら
れ
て
裾
､

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
鉱
床
に
つ

い
て
は
ラ
ク
ロ
ア
の
詳
細
な
る
記
述
が
あ
る
｡

歓
洲
今
日
の
金
属
べ
リ

ヅ
ゥ
ム
製
造
所
は
唯

一
つ

シ

-
メ
ン
ス
･
ハ
ル
ス
ケ
商
骨
ゲ
ェ
ル
ナ
-
工
場
電
気
化
撃

部
(
竹
林
シ
ー
メ
ン
ス
縛
)
が
あ
-
､
北
米
の
ペ
ソ
タ
リ
ム

愈
酢
(組
育
)及
び
二
三
の
ペ
グ
-
ゥ
ム
飽
頻
製
造
食

酢

と
並
ん
で
勢
力
を
持
っ
て
ゐ
る
｡
シ
ー
メ
ン
ス
･
ハ
ル

ス
ケ
腐
骨
は
べ
リ
-
ゥ
ム
及
び
べ
-
ヅ
ゥ
ム
化
合
物
の
工

業
的
使
用
可
能
性
の

一
層
の
登
壇
進
歩
の
上
に

偉
大
な

米
粒
を
印
し
解
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
(

了
)

信

濃

南

佐

久

郡

の

異

到

着今

井

市

郎

南
佐
久
郡
北
利
水
村
小
撃
校
訓
導
佐
藤
信
司
氏
の
見

出

さ
れ
た
同
村
産
異
剥
岩
の
産
状
を
同
氏
の
案
内
に
ょ

-
観
察
し
.
又
山
中
地
溝
堀
中
の
同
郡
大
日
向
相
に
産

す
る
蛇
紋
岩
の
小
岩
脈
中
に
.
精
新
鮮
を
る
異
剥
岩
の

城
春
し
て
ゐ
る
状
況
を
見
る
こ
と
が
山
楽
た
の
で
､
今

鼓
に
此
等
の
岩
石
の
産
状
と
性
質
と
ほ
つ
い
て
略
述
す

倍
濃
南
佐
久
邸
の
鍋
制
川村

る
C)E
.
北
相
木
村
産
輿
剥
岩

北
朝
木
材
商
堺
に
奪
え

甘
グ
ラ
ヤ
マ

る
御
座

山

の

山
頂
よ
か
北
西
に
向
ふ
尾
根
の
上
は
七
米

稀
の
露
出
が
あ
る
｡
周
囲
は
従
衆
古
庄
暦
と
せ
ら
れ
て

ゐ
る
厚
暦
の
堅
さ
粗
粒
砂
岩
で
走
向
北
二
五
度
西
'
傾

斜
東
北
尭
四
〇
度
｡
其
の
他
に
典
剥
岩
の
露
出
地
よ
-

三
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